　　　　最近見つけた参考文献　　2011.6.20記す

　以下の2冊は瑩山のかかれたものを現代語訳してくれたものと、螢山についてかかれたものです。

①『坐禅用心記』に参ずる　　　　東　隆眞著　　　　　大法輪閣

②日本の禅語録　五　瑩山　　　　田島柏堂著　　　　　　講談社

　私は2011年春から急に曹洞宗に興味を持ち始めました。

　というのは東大の平井富雄教授が「坐禅の科学」の中で坐禅中の脳波測定を希望したところ曹洞宗の僧侶方が20人ほど測定に協力してくれて、よい結果を得たと書かれていたからです。

　私はかってに東大に近い曹洞宗・東本山・総持寺の系統の方々だろうと推定していました。

　そのようなわけで総持寺を始められた「瑩山」とはどのような人だったのだろうと興味が湧いてきたのです。

　ネット情報もあるかと思います。そちらも参考にしていただければ、よりよく理解して頂けると思います。

①は瑩山の坐禅指導書だといってよいでしょう。私は仏教の教えはよく分からない　　

　ので目次を見て坐禅をするときに必要なところを読むのに適していると思いまし

　た。

　またこの入門書の「きめの細かさ」が総持寺を支えているのだと感じました。

　臨在宗の坐禅をしている人でも参考にできるところは沢山あると思います。

　私は悟るためならばお釈迦さんの坐禅、中国の坐禅、臨済宗の坐禅、曹洞宗の坐禅、南方仏教の瞑想どれからでも吸収したいタイプです。もちろん筋が通っているかどうかは適否の判断材料にします。

　どこかの宗に義理立てして一生を棒に振るほどお好しではありません。

　ただただ悟り、悟りを深めるために情報収集を怠りなくしたいタイプです。

　人生は短いですから「やりやすい方法」を求めて効率的な行を目指しています。

　私の名前　無学求道の　求道の意味するところです。

　そして情報公開して誰でも　短期間で　悟れる情報を　お伝えしたいのです。

②はいろいろ読むところがあるかと思いますが。

　P61　釈迦牟尼仏章　　「本則」

　釈迦牟尼仏は、暁の明星を見たとき、仏道を大悟して、「我と大地有情と、同時に成道した」と叫ばれた。

　私はかつて「明けの明星」（このようにいわれる事もあるcf弘法大師・室戸岬）

を見たことがありますが。見たものでないとその幻覚の大切さが分からないと思います。坐禅に取り組む「気概」や「新たな境地」への大きな変化は言葉では言い表せません。「明けの明星」が見れるまで毎日の坐禅をお勧めしたいと思います。

